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1 は じ め に

キャベッの球重は,重要な商品性の一つである。しかし

球重は地域,作期によって変動する
1ヽ 想定 した地域で ,

目標収穫期に応じた収穫球重を,作付け前に予測できれば.

出荷・販売計画をたてる上で,非常に有利である。筆者は

すでに,収穫期を温度から予測する手法について報告 して

いる3)が ,加えて球重が予測できれば,既存産地での販売

対策や作期拡大,新産地の育成に有効な情報となる。

球重は,種苗会社からは品種の特性値として紹介されて

いる程度で,その中では作型・地域による変動については

あまり記載されていない。生産現場では,生育途中の作物

の生育状況・量から球重を推定しているが,作付け前に予

測する手法は確立されていない。過去の研究例では,月 ご

との気象データを用い,作型・地域ごとに収量の予測式を

作成した報告がある2)が ,地域区分が県単位と広く,さ ら

に作型が固定されているため,新規産地作りや,新作型開

発には活用できない。そこで,キ ャベツの生育や球重への

影響が大きく,人手が容易な気象要素である気温を用い,

時期別ではなく,どの作期でも利用できるように,生育期

を基準にして収穫球重が予測できないか検討した。

2試 験 方 法

1996,1997年 に,県内での作付けが奨励された `YR青

春二号'(渡辺採種場)を用い,作期移動法で計17作期の

栽培を行った。各作期とも栽植株数は4,762株/10a,施 肥

窒素量 (kg/10a)(ま基肥13,追肥 7の計20と した。生育

期は,定植期,結球lll,収穫期とし,以下の基準で判断し

た。定植期は,セルトレイ育苗した苗が,35葉になった

時点とした。結球期は,米村ら
1)が提唱した,結球部の横 ,

縦径の比が 1に なった (球形になった)時点とした。当品

種では,結球部の横径が65～ 7r.II,テ ニスボール大になっ

た時点がそれに当たるため,調査には硬式テニスボールを

用い.50株中半数の株の結球部がこれ以上になった日をもぅ

て結球期とした。収穫期は,結球最外葉のめくれ,結球部

のブルーム消失,上から押した時のしまりから判断し,結

球期と同様50株中半分が収穫できた時点をもって収穫期と

した。

これら生育期データ (定植期,結球期,収穫期)と ,両

年の日平均気温データを用い,収穫球重と最もあてはまり

の良い回帰式には,どの時期のデータを用いるのが最も適

当か検討した。具体的には,任意に区切った生育期間 (表

1)について,平均,積算気温,及びそれらの 2乗値の計

80種類のデータを算出し,球重を推定する回帰式の作成を

試みた。ただし,変数がデータより多いと自動的に式が決

定してしまうので,説明変数の数を制限 (1～ 5)し ,そ
の中で最も決定係数が高まる変数の組み合わせを求めた。

また,最も適当と判断された時期データを用い,ク ロスバ

リデーション (あ る 1データを,残りのデータから作成 し

た予測式で予測することを,全データ数分イjう )によって,

予測精度についても検討した。

表 1 気温データの期間の区切り

基準日 期間の区切り

定植期  定植～ 5,10,15,20日 ,結球期,収穫期

結球期  結球前20,10日 間 結球前後10.15,20日 間

―――――並 壺 型
日FH5=_～収穫期______

収穫期__収獲重4,10日 間  _

3 試験結果及び考察

球重を目的変数とした場合の説IJl変数として,次の 4期

間の平均気温 (Xl:定植～結球期,X2:結球前20日間,
X3:収穫前10日間,X4:X2-定 植後10日間)が選択
された (表 2)。 これらの変数から作成 した重回帰式は,

表 2 重回帰式での球重推定に有効な説明変数Xl～
X4(期間の平均気温他)と ,目 的変数Y(球
重)の特性値 (n-17)

Y:平均球重
Xl:定植°～結球期a (℃ )  127  242  190   36
X2:結球前20日間  (℃) 152  258  199   80
X3:収穫“前10日間  (℃ )  92  258  197   50
X4:X2-定植後10日間 (℃) -52   83 _ 21   41
注 1):35葉で定植,2):50%の 株の結球部がテニス
ボール大になった時期,3)150%の株が収穫できた時
期

(g) 737 1328 1,鰤   66
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決定係数R'(自 由度修正済み)が 072,F値 が111(1
%水準で有意)で ,あ てはまりが良いことが認められた

(図 1)。 また,変数間の相関も09を超えるものがな く

(表 3),こ れら4変数からの重回帰式で球重を推定しても

さしつかえないと判断した。

R*R=072
F値 =111**

●●
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図 1 重回帰式による球重の推定値と実慣I値 (n=17)
式 :Y(球重)=2204*Xl-2230*X2
-298*X3+1246*X4+1578
(図中の直線は 1:1を示す)

(Xl)定植～結球期  (℃ )-623 -
(X2)結球前20日間  (℃)-645 889 -
(X3)収穫前10日 間  (℃)-268-044 322 -
(X4)X2-定植後10日 IFl(℃) 292-604-184 702

以上から,球重推定に,気温を用いた重回帰式の利用が

可育ヒであることが明らかになった。そこで,次の段階とし

て,実際にこの手法での球重予測を試みた結果を図 2に示

した。予測誤差の標準偏差は,実測値の標準偏差156gの

約半分の79g,予測値と実測値の相関係数 r=0861(1

%水準で有意)であった。これは,球重の作期によるばら
つきを,気温データを用いた重回帰式を用いることで,半

分にできる,すなわち,球重の傾向を実用的なレベルで予

測できることを示している。このことから,こ れら4期間

の平均気温を説明変数とした重回帰式は,収穫球重の予測

に有効であると認められた。
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図 2 クロスパリデーションによる球
重の予測値と実測値 (n=17)
(図中の直線は111を示す)

4 ま  と  め

キャベツ `YR青春二号'の様々な作期の収穫球重を ,

作付け前に気温データから予測できないか検討した。その

結果,次の4つの生育期間の平均気温から収穫球重が予測

できた。それは,①定植期～結球期,②結球期前20日間 ,

③収穫期前10日間,④②一定植後10日間を説明変数とする

重回帰式を作り,球重を予測する手法である。この手法で

の予測精度は,誤差の標準偏差で79gと ,作期による球重

の標準偏差156gの半分になったことから,実用的に球重

の傾向が予測できると思われた。
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表 3 変数間の相関行列
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